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決済額は 14 年に 6 兆 5,539 億元へと伸び、15 年
はさらに前年より 10.4％増の 7 兆 2,343 億元を記
録している。また、11 年に部分的に解禁された
資本取引についても、クロスボーダー直接投資の
決済額は、12 年が 2,806 億元（うち対外直接投資
262 億元、対内直接投資 2,544 億元）から 14 年の
1 兆 486 億元（うち対外投資 1,866 億元、対内投
資 8,620 億元）と急増しており、15 年はさらに前
年実績を大幅に上回る 2 兆 3,233 億元（うち対外





で前年通年の 22.3％から 3.7％上昇した（表 2）。
因みに国際銀行間通信協会（SWIFT）によると、
取引全体の決済通貨としての需要を巡って元は
15 年に入ってから日本円と 4 位を争っている。 
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表 1 クロスボーダー人民元決済の推移（単位：億元） 
うち、貨物貿易 うち、サービス貿易及びその他 合計 うち、対外直接投資 うち、対内直接投資 合計
2009 32 4 36
2010 4,380 683 5,063
2011 15,606 5,202 20,808 159 907 1,066
2012 20,617 8,764 29,381 262 2,544 2,806
2013 30,189 16,109 46,298 1,034 4,816 5,850
2014 58,974 6,565 65,539 1,866 8,620 10,486








（2016/1/15 公開）などウェブサイト上の公開資料（2016/2/22 最終アクセス）を基に筆者が作成した。 
 
表 2  貨物貿易に占めるクロスボーダー元決済の割合 
年 貨物貿易額 人民元決済額 人民元決済額の割合
2009 150,648 32 0.0%
2010 201,722 4,380 2.2%
2011 236,402 15,606 6.6%
2012 244,160 20,617 8.4%
2013 258,169 30,189 11.7%
2014 264,242 58,974 22.3%



























具体的には、2003 年 12 月に最初に指定された
清算銀行は、四大国有銀行の一角を占める中国銀
行の香港法人、中国銀行（香港）だった。翌 04





































行が各 1 行指定された。2016 年 2 月 22 日現在、










リ、さらに 15 年 6 月には中欧のハンガリーで清
算銀行となり、欧州大陸での再三の指名獲得と
なった。ちなみに、中国最大の商業銀行・中国工
商銀行は 14 年 9 月、ルクセンブルクで人民元清
算銀行の指定を受けている。工商銀行にとって、
これは、欧州地区での初めての快挙となった。 
16 年 2 月 22 日現在、欧州市場には、人民銀行














































（Cross-border Interbank Payment System,CIPS）の
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4．CIPS 稼働、「人民元国際化の一里塚」に 





ムは 2 期にわたって建設される予定で、第 1 期は
主にクロスボーダーの貨物貿易やサービス貿易の
決済、国際直接投資、国際資金募集、国際送金な





































































た。2016 年 2 月 22 日現在、スワップの総額は既
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表４ 中国人民銀行とその他中央銀行または貨幣当局間の通貨スワップ一覧表（2016/2/22 現在） 
















































2014.4.25（更新） 250億元/50億ニュージーランド ドル 3年
















































21 ハンガリー 2013.9.9 100億元/3750億ハンガリー フォリント 3年
22 アルバニア 2013.9.12 20億元/358億アルバニア レク 3年
23 欧州中央銀行（ECB） 2013.10.8 3500億元/450億ユーロ 3年
24 スイス 2014.7.21 1500億元/210億スイス フラン 3年
25 スリランカ 2014.9.16 100億元/2250億スリランカ ルピー 3年
26 ロシア 2014.10.13 1500億元/8150億ルーブル 3年
27 カタール 2014.11.3 350億人民元/208億カタールリヤール 3年
28 カナダ 2014.11.8 2000億元/300億カナダ ドル 3年
29 スリナム 2015.3.18 10億元/5.2億スリナム ギルダー 3年
30 アルメニア 2015.3.25 10億元/770億アルメニア ドラム 3年
31 南アフリカ 2015.4.10 300億元/540億南アフリカ ランド 3年
32 チリ 2015.5.25 220億元/2.2兆チリ ペソ 3年
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の間に、2015 年 5 月 25 日に結んだ期間 3 年、最
















銀行は 10 月 21 日に、英国の中央銀行であるイン
グランド銀行との間で、通貨スワップ協定の限度
額を 3,500 億元に拡大したと発表した。中国は、







7 月に 2 年余りの中断を経て更改されたが、15 年


































機関投資家（QFII：Qualified Foreign Institutional 
Investors）」、および「人民元適格外国人機関投資
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働きがある点が強調され、CSRC は RQFII の認可
対象の範囲及び上限枠などを拡大し続けてきた。 




ガリーなど計 17 ヶ国・地域に総額 1 兆 3,100 億
元の RQFII 枠が割り当てられている（表 5）。 
他方、中国の国家為替管理局（SAFE）の発表
によれば、2016 年 1 月 27 日現在、RQFII は実際
に香港 2700 億元、シンガポール 315 億元、英国
283 億元、フランス 198 億元、韓国 740 億元、ド
イツ 60 億元、オーストラリア 300 億元、スイス
50 億元、カナダ 2.25 億元、ルクセンブルク 50 億







1 香港 2011/8/1 2,700
2 台湾 2013/1/29 1,000
3 英国 2013/10/15 800
4 シンガポール 2013/10/22 1,000
5 フランス 2014/3/26 800
6 韓国 2014/7/3 1,200
7 ドイツ 2014/7/7 800
8 カタール 2014/11/3 300
9 カナダ 2014/11/10 500
10 オーストラリア 2014/11/17 500
11 スイス 2015/1/21 500
12 ルクセンブルク 2015/4/3 500
13 チリ 2015/5/25 500
14 ハンガリー 2015/6/28 500
15 マレーシア 2015/11/23 500
16 アラブ首長国連邦 2015/12/14 500





②韓国の場合、2014 年 7 月当初では、800 億元の限
度だったが、15 年 11 月に 1200 億元に引き上げ
られた。なお、シンガポールの場合、2013 年 10
月当初では、500 億元の限度だったが、15 年 11






2013 年 1 月の 20 位（取引シェア 0.25%）から 14
年 1 月の 7 位（同 1.39％）を経て、15 年 8 月に
は第 4 位（2.79%）へと大きく順位を上げ、それ
まで第 4 位だった日本円（取引シェア 2.76%）を






2013年1月 2014年1月 2015年1月 2015年8月 2015年9月
2 1 1 1 1
33.48% 38.75% 43.41% 44.82% 43.27%
1 2 2 2 2
40.17% 33.52% 28.75% 27.20% 28.63%
3 3 3 3 3
8.55% 9.37% 8.24% 8.45% 9.02%
4 4 4 5 4
2.56% 2.50% 2.79% 2.76% 2.88%
20 7 5 4 5













SWIFT の 2015 年 9 月 1 日付の発表によると、




カ月で 173％増、台湾は同 45％増となった。 
なお、表 7 のアジア主要国・地域の対中国・
香港の支払いにおける通貨別の使用割合（2015
年 1 月～7 月累計）を見ると、韓国と中国本土・
香港間の直接決済の 84％が人民元建てで、台湾
が同 80％、シンガポールが同 52％、以下オース
トラリア 18％、マレーシア 15％、日本 5％、イ
ンド 1％となっている。経済的なつながりの深い
韓国・台湾にの比率が極めて高いことがわかる。
上述 7 ヶ国のうち、14 年 7 月～15 年 7 月の伸び
率がマイナス 4％のマレーシアを除けば、76％増
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上述 7 ヶ国のうち、14 年 7 月～15 年 7 月の伸び
率がマイナス 4％のマレーシアを除けば、76％増
の日本を含む 6 ヶ国はいずれも 2 ケタ以上の成
長となった。こうしたアジアの近隣国での人民元








る通貨別の使用割合（2015 年 1 月～7 月累計） 
国・地域 米ドル 人民元 その他通貨
韓国 6% 84% 10%
台湾 15% 80% 4%
シンガポール 6% 52% 41%
オーストラリア 1% 18% 81%
マレーシア 73% 15% 12%
日本 2% 5% 93%
インド 85% 1% 14%  



















































































































































は、世界に先駆けて 2012 年 4 月から人民元建て債
を発行するようになった。英金融大手、HSBC がロ
ンドンで 20 億元の 3 年債を発行したのである。こ
れは中国本土、香港以外では初の人民元建て社債
（点心債）の発行となった。度重なる債券発行の成
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年 11 月 6 日付の日本経済新聞（電子版）による
－ 23 －
オフショア･クリアリング･バンクの急展開から見る人民元の国際化　（甘　長青）

























い。それでも、2015 年の夏に、三菱東京 UFJ 銀
行とみずほ銀行のメガバンク 2 行が東京市場で相
次いで人民元建て債券の発行に成功した。また、








































年 4 月 6 日掲載）独立行政法人経済産業研究所ホー
ムページ〈http://www.rieti.go.jp/users/china-
tr/jp/ssqs/090406-1ssqs.htm〉（2016 年 2 月 22 日 最終
アクセス） 
２．陳雨露『人民元読本』（森宣之訳）『人民元読本』、日
本僑報社（2014 年 7 月） 
３．中国人民銀行「人民元国際化報告(2015 年)」PDF 版
〈http://www.pbc.gov.cn/huobizhengceersi/214481/21451











究所『国際経済金融論考』2012 年第 2 号（2012 年
10 月 12 日）PDF 版
〈http://www.iima.or.jp/Docs/report/2012/no2_2012.pdf〉
（2016 年 2 月 22 日 最終アクセス） 
ほかに、日本経済新聞、英 FT 紙、英エコノミストなど 
－ 24 －
九州情報大学研究論集　第18巻（2016年３月）
